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心電学関連春季大会2023

心電図アカデミー２
日常臨床に携わるメディカルプロフェッショナル・若手医師・研修医の方を対象に、

心電図の読み方を判りやすく解説いたします。

in東京

◆定　員：250名（事前参加申込が必要です）

◆参加費：「心電学関連春季大会2023」の参加費が必要になります。
詳細は心電学関連春季大会2023ホームページ【 https://new.jhrs.or.jp/ecg/ 】にてご確認ください。
参加登録開始は3月末を予定しております。随時HPをご確認ください。

※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。
◆本講座は、日本不整脈心電学会JHRS認定心電図専門士更新の要件（10単位）に該当します。
　尚、10分以上の遅刻及び早退の場合は単位の取得はできません。

心電図判読のためのセミナー

座　長 : 池田　隆徳先生　東邦大学大学院医学研究科循環器内科学

1）「モニター心電図と長時間心電計による不整脈診断」
演　者 : 林　英守先生　　　順天堂大学医学部附属順天堂医院　循環器内科

2）「12誘導心電計の使い方アップデート」
演　者 : 藤生　克仁先生　東京大学医学部附属病院　循環器内科

お申し込み方法

※災害等により講習会中止・延期・変更が生じる場合がございます。 その際にはフクダ電子ＨＰ内、ME機器講習会ページにてご確認ください。
※セミナーの撮影、録音は、ご遠慮くださいますようお願い申し上げます。

　※お申込み・JHRS認定心電図専門士資格についてのお問い合わせは、
　　　shindengaku@ace-enterprise.net（株式会社ACEエンタープライズ）までお願いいたします。

問い合わせ先：フクダ電子株式会社 心電図・超音波講習会窓口（☎0120-155-737［受付時間］平日9：00～17：00）メール fsemi@fukuda.co.jp
※心電図アカデミー1につきましては、nk-seminar02@db.nkc.co.jp（日本光電・心電図アカデミー1係）にお問い合わせください。

「心電学関連春季大会2023」のホームページ【 https://new.jhrs.or.jp/ecg/ 】よりお申込みください。
参加登録開始は3月末を予定しております。随時HPをご確認ください。
※キャンセル待ちはございません。受講希望の方は必ずお申込みください。
※当日は、参加登録時に発行のQRコードを受付にてご掲示ください。

日時

会場

2023年 4月22日（土）16：20～17：40

コングレスクエア日本橋 3F 第2会場
〒103-0027 東京都中央区日本橋1-3-13 東京建物日本橋ビル

心電図アカデミー2_東京開催_2023.4.22_SAT_表面_CC2019.ai



共催：心電学関連春季大会2023・フクダ電子株式会社

ここ滋賀

日本橋口

B5出口

三越

三越前駅
東京メトロ

半蔵門線

東京メトロ東西線

永代通り
永代通り

三
越
前
駅

外
堀
通
り

日
本
橋

日
本
橋

中
央
通
り

中
央
通
り

昭
和
通
り

昭
和
通
り

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線 都

営
浅
草
線

日本橋高島屋
本館

日本橋高島屋
SC

三井住友銀行

大手町駅

コレド日本橋
日本橋駅

Welcia

交通銀行
正面
入口
正面
入口

八重洲中央口
東京駅

呉服橋

日本橋

江戸橋一丁目

コングレスクエア日本橋

心電学関連春季大会2023　心電図アカデミー2

【問い合わせ先】 フクダ電子株式会社　ホームページ　お問い合わせフォーム
 心電図・超音波講習会窓口　☎0120-155-737［受付時間］平日9：00～17：00 fsemi@fukuda.co.jp

※お申込み・JHRS認定心電図専門士資格についてのお問い合わせは、
　　shindengaku@ace-enterprise.net（株式会社ACEエンタープライズ）までお願いいたします。

会場

抄録

　院内の検査室で、ノイズなくきれいに12誘導心電図をとることは一定のトレーニングを受
講すれば、比較的早くすべての方が身に着けることができます。しかし、時々気の利いた心電
図と出会うことがあります。例えば、初診の患者さんに対して、12誘導心電図をオーダーし
た際に、高位肋間の心電図もついてきた場合などです。これは検査室で検査技師さんが心電図
波形を初見した際に、その心電図がブルガダ型心電図かもしれないと読影したことで、高位肋
間での心電図を追加したというファインプレーなのです。
　本講演では、このようなその場で心電図を読むことでより良い医療が展開できるスキルをお話
します。さらに最近の心電図機器はこのようなファインプレーを補助する機能も存在します。
　最後に、近年人工知能が心電図を読むことが得意であることが知られてきています。従来の
心電図自動診断とどのように違うのかなど、未来の心電図についてもお話します。

　不整脈の診断には心電図記録が必須であるが、通常の外来で行われる安静時12誘導心電
図、運動負荷心電図、ホルター心電図などの検査を繰り返し行っても、診断に至らないケース
も少なくない。特に数週間から数か月に1回起こるか起こらない頻度の低い失神や、原因不明
の脳梗塞に対しては、長期にわたり心電図を観察する必要があるため、長期にわたる心電図観
察が必要である。現在、長時間の心電計デバイスは、数週間～1ヶ月間記録できる体外式長時
間心電計と、2～３年間記録できる植込み型心電図記録計（ICM：Insertable Cardiac Monitor）
が使用可能である。不整脈や失神の発作頻度により2つのデバイスを使い分けるが、原因不明
の脳梗塞（潜因性脳梗塞：ESUS）に対しては、不整脈（心房細動）検出のために数か月以上
にわたる心電図観察が必要でありICMがよい適応となる。
　本講演ではモニター心電図による不整脈診断に加え、長時間心電計で記録された様々な不整
脈と治療内容について解説する。

〒103-0027
東京都中央区日本橋1-3-13
東京建物日本橋ビル

東京メトロ 銀座線・東西線・都営浅草線
　　　　　　▶「日本橋」駅 B9出口直通

JR線・東京メトロ丸ノ内線
　　　　　　▶「東京」駅  日本橋口より徒歩5分

東京メトロ半蔵門線
　　　　　　▶「三越前」駅  B5出口より徒歩3分

※駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください。

コングレスクエア日本橋
3階 第2会場

「モニター心電図と長時間心電計による不整脈診断」
演　者：林　英守 先生　順天堂大学医学部附属順天堂医院　循環器内科

「12誘導心電計の使い方アップデート」
演　者：藤生　克仁 先生　東京大学医学部附属病院　循環器内科
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